


はじめに 

⼤学 ICT 推進協議会研究データマネジメント部会（AXIES-RDM 部会）では、⼤学・研究機関における研
究データマネジメントの実践を⽀えるため、関係者間の意⾒交換と情報共有の場づくりに取り組んでいます。
近年、研究データの保存・共有・公開を⽀える基盤として、ストレージの重要性は⼀段と⾼まっています。 

しかし、研究データマネジメントのために利⽤し得るストレージの情報を、各⼤学・研究機関が個別に収集
し、⽐較し、導⼊判断につなげていくことには⼤きな負担が伴います。そこで AXIES-RDM 部会では、研究デ
ータ管理のためのストレージに関する情報を整理し、共有可能なかたちで提⽰することが、各機関における円
滑な検討と実装を後押しすると考え、「RDM ストレージソリューションカタログ」を作成することといたしま
した。 

本カタログは、ベンダーの皆様からの情報提供に加え、⼤学・研究機関の関係者による座談会や事例共有な
ども通じて、研究データ管理におけるストレージ活⽤の実態と課題を多⾯的に捉えていきたいと考えています。 

本カタログでは、上記の考えに基づいて、第⼀にストレージベンダーから提供いただく製品・サービス情報、
第⼆に⼤学・研究機関における利⽤上の課題や⼯夫、第三に GakuNin RDM と連携可能なストレージに関する
知⾒という、複数の視点から情報を集約していきます。単なる製品紹介にとどまらず、研究現場での活⽤を⾒
据えた実践的な判断材料を提供することを⽬指しています。 

本カタログが、我が国の⼤学・研究機関において、研究データマネジメントのための適切なストレージ環境
を検討・整備する際の⼀助となり、研究データ管理を⽀える ICT 基盤の発展につながれば幸いです。作成にあ
たり、ご協⼒を賜りました関係機関・企業の皆様に、⼼より御礼申し上げます。 
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製品・サービス名称 
 

IBM Storage Deep Archive 

提供企業名 ⽇本アイ・ビー・エム株式会社 
紹介サイト URL https://www.ibm.com/jp-ja/products/deep-archive 
■製品サービスの特⻑ 

Ø S3 Glacier アクセスを “オンプレ”で──⻑期保管コストを劇的に下げる新アーカイブ基盤 

Ø 中⾝はテープなので、滅多に読まないが⻑期保管する必要がある研究データなどのアーカイブデータに最適 

ü データのリコール・取り出しコストは不要 

ü S3 Glacier 互換の操作感をそのままに、テープをオブジェクトストレージとして使える製品 

ü 機密性の⾼い個⼈情報や機密⽂書などクラウド上に置きたくないデータの保管に最適 

Ø 「導⼊しやすい」のも⼤きなポイント 

ü IBM Storage Deep Archive は、標準化された構成で短期間での導⼊が可能です。S3 Glacier 対応アプリから⾒ると、基本

的に接続先を IBM Storage Deep Archive に切り替えるだけで利⽤可能であり、⼤規模な再設計が不要 
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製品・サービス名称 
 

IBM Storage Deep Archive 
 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（ S3 Glacier ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 多数︓⾮公開 

費⽤ お問い合わせください 

販売代理店 有(代理店名︓代理店検索ページ)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無  

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓⽇本アイ・ビー・エム株式会社 

部署名︓テクノロジー事業本部 ストレージ事業部 

担当者︓右記 ご相談窓⼝までご連絡をお願い致します。 

電話番号︓03-6889-8000（代表） 

FAX番号︓- 

Mail︓メール問い合わせフォーム  
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製品・サービス名称 
 

IBM Storage FlashSystem 

提供企業名 ⽇本アイ・ビー・エム株式会社 
紹介サイト URL https://www.ibm.com/jp-ja/products/flashsystem 
■製品サービスの特⻑ 

Ø 1Uで 5.9PB もの⼤容量データを省電⼒、安全に保管できる、オンプレミス⾼性能ストレージ装置 

Ø IBM独⾃開発のフラッシュ・ドライブである第5世代フラッシュコアモジュール(FCM)採⽤で、⾼速、⼤容量、⻑寿命を実現 

ü EDSFF E3.L 薄型ドライブで省スペースかつ⼤容量のデータ保管が可能 

ü 性能に影響を与えることなく、モジュールに実装されたハードウェアで以下の機能を実現 

² インライン・ハードウェア・データ圧縮 

² ハードウェア・アシスト重複データ削減 

² ハードウェアによる対量⼦暗号化 

 
Ø ランサムウェアの攻撃を⾃動検知、筐体内に隔離された安全領域へのバックアップから瞬時の復旧が可能 
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製品・サービス名称 
 

IBM Storage FlashSystem 
 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（       ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 多数、参考︓https://www.ibm.com/jp-ja/products/flashsystem/case-studies 

費⽤ お問い合わせください 

販売代理店 有(代理店名︓代理店検索ページ)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓⽇本アイ・ビー・エム株式会社 

部署名︓テクノロジー事業本部 ストレージ事業部 

担当者︓右記 ご相談窓⼝までご連絡をお願い致します。 

電話番号︓03-6889-8000（代表） 

FAX番号︓- 

Mail︓メール問い合わせフォーム 
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製品・サービス名称 
 

IBM Storage Scale / IBM Storage Scale System 

提供企業名 ⽇本アイ・ビー・エム株式会社 
紹介サイト URL https://www.ibm.com/jp-ja/products/storage-scale 
■製品サービスの特⻑ 

Ø データ保管コストや拠点間でのデータ連携にお困りのお客様におすすめのファイルストレージ 

ü 既存インフラやクラウドにソフトウェを導⼊してストレージを構築 

ü IBM おすすめハードウェアとの組み合わせで提供するアプライアンス製品 

Ø 様々なプロトコルに対応するだけでなく、異なるプロトコルで同じデータにアクセスが可能 

ü SMB, NFS, GPFS, HDFS, S3, GPU Direct Storage(AI), CSI(コンテナ) 

ü 国内外で nextCloud との組み合わせで利⽤されている事例あり 

 
Ø 既存資産を活かしつつ効率のいいデータ保管を実現する機能 

ü Active File Management (AFM) 

² 既存の外部ストレージと連携し全データをコピーすることなくオンデマンドでアクセス 

² ⼀度読み込んだデータをローカルにキャッシュすることで⾼速なアクセスを実現 

ü データ階層化機能 

² テープやオブジェクトストレージと組み合わせ、作成⽇や最終アクセス⽇などユーザー定義の条件でデータを移動することが可能 

² テープやクラウドに移動したデータにアクセスすると⾃動的にデータが戻りユーザーに応答 
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製品・サービス名称 
 

IBM Storage Scale / IBM Storage Scale System 
 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他 (HDFS, GPFS、CSI) 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他 (IBM Cloud) 

■⼀般事項 

契約実績 ⼤学含め多数、約 30年の導⼊実績あり 

参考︓九州⼤学様事例 https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/kyushu 

費⽤ お問い合わせください 

販売代理店 有(代理店名︓代理店検索ページ)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓⽇本アイ・ビー・エム株式会社 

部署名︓テクノロジー事業本部 ストレージ事業部 

担当者︓右記 ご相談窓⼝までご連絡をお願い致します。 

電話番号︓03-6889-8000（代表） 

FAX番号︓- 

Mail︓メール問い合わせフォーム 
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製品・サービス名称 
 

Azure NetApp Files 

提供企業名 日本マイクロソフト株式会社  

紹介サイト URL https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/netapp 
■製品サービスの特⻑ 

 

【製品概要】 

Azure NetApp Files は、信頼性の⾼い NetApp ONTAP テクノロジーを基盤とし、Microsoft Azure 上でフルマネー
ジドサービスとして提供される、業界最⾼⽔準のパフォーマンスを誇るファイルストレージサービスです。 

オンプレミスで運⽤されている SAP HANA、HPC、⼤規模なファイルサーバーなどのミッションクリティカルなシステムを、アーキテ
クチャを変更することなく、⾼いパフォーマンスと信頼性を維持したまま Azure へ移⾏・構築することを可能にします。 

ANF が選ばれる 4 つの主要な特徴 

1. 圧倒的な「極低遅延」と「⾼スループット」 
a. ミリ秒未満のレスポンスタイムを実現。性能要件が厳しいデータベース（DaaS, SAP HANA, Oracle, SQL 

Server）のクラウド移⾏における「性能の壁」を打破します。 
2. Azure ネイティブな「フルマネージド」運⽤ 

a. Azure ポータルから数分でセットアップ可能。ストレージの運⽤管理、パッチ適⽤、バックアップ構成などの煩雑
な作業から解放され、ビジネスに集中できます。 

3. ダウンタイムなしの「動的スケーリング」 
a. システムを⽌めることなく、数秒でパフォーマンスレベル（Standard / Premium / Ultra）や容量を変更可

能。ピーク時に合わせた過剰なリソース確保が不要になり、コストを最適化できます。 
4. エンタープライズ品質の「データ保護機能」 

a. NetApp 独⾃の⾼速スナップショット、クローン作成、リージョン間レプリケーションにより、ランサムウェア対策や
BCP 対策を、システム負荷を最⼩限に抑えながら実現します。 

適⽤される主なワークロード 

添付資料にある通り、ANF は以下の幅広いユースケースでビジネスを加速させます。 

• SAP / ERP 移⾏: オンプレミスと同等の性能を維持したまま、Azure へのスムーズな移⾏を実現。 
• HPC・AI / EDA: 膨⼤な並列処理が必要な研究開発や製造設計の解析を⾼速化。 
• VDI (AVD/Citrix): ⼤規模ユーザー環境でも快適なサインオンとデスクトップ体験を提供。 
• データベース (Oracle/SQL): 複雑な管理を排除しつつ、エンタープライズ級の可⽤性を確保。 
• ファイルサーバー集約: メンテナンス不要な、⼤容量かつ⾼信頼な共有ストレージへ集約。 
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製品・サービス名称 
 

Azure NetApp Files 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3(互換) API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（       ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 未公開 法人数（）社：利用企業名（） 

⼤学数（）校︓利⽤⼤学名（） 

費⽤ Standard Storage ¥28.291216/GiB/⽉（東⽇本リージョン/2026年 4⽉ 9⽇時点） 
Premium Storage ¥56.465526/GiB/⽉（東⽇本リージョン/2026年 4⽉ 9⽇時点） 
Ultra Storage ¥75.404273/GiB/⽉（東⽇本リージョン/2026年 4⽉ 9⽇時点） 
CoolAccess      ¥10.404621/GiB/⽉（東⽇本リージョン/2026年 4⽉ 9⽇時点） 
 

販 売 代 理

店 

有(代理店名︓)・無 

各 Azure認定パートナー 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画

⾯ 

有・無 
 

拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツ

ール 

有(オンプレミス・SaaS)Azure Portal・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認

証 

有・無 データ暗号化 有・無  

改竄防⽌ 有・無 ポスト量子暗号 有・無 

拡張⼦ブロ

ック 

有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み

認証 

有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保

護 

有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗

⻑ 

有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 
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⻑※ ※2026 年 4 ⽉時点⽇本リージョン未対応 

無停⽌移

⾏ 

有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動

削除 

有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓ 

部署名︓ 

担当者︓ 

電話番号︓ 

FAX番号︓ 

Mail︓  
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製品・サービス名称 
 

NetApp ONTAP︓ハイブリッド・マルチクラウドに広がり、あらゆるワークロードに対応す
るデータストレージ 

提供企業名 ネットアップ合同会社 
紹介サイト URL https://www.netapp.com/ja/ontap-data-management-software/ 
■製品サービスの特⻑ 

 

 

l オンプレミスから AWS/Azure/Google Cloud まで ONTAP を利⽤可能 

Ø ⻑年の実績を持つマルチプロトコルやデータ保護機能のメリットを幅広い環境で享受可能 

Ø レプリケーション機能「SnapMirror」やリモートキャッシュ機能「FlexCache」により環境間の効率的なデータ連携を実現 

 
 

 

l ランサムウェアや内部犯⾏によるデータの破壊・改竄に対策するための豊富な機能 

Ø AI モデルを活⽤した「Autonomous Ransomware Protection with AI(ARP/AI)」によりストレージ⾃⾝がデータの 

エントロピー等を解析して攻撃を⾃動検知。同時に迅速なスナップショット保護で被害を最⼩化。 

Ø 管理者含めてデータの改竄・削除を防⽌する「SnapLock」により、ランサムウェア攻撃や不正アクセスに対してデータを堅牢に保護 

l 安⼼してご利⽤いただけるよう、厳格な基準・規制に準拠し、各種認証を取得 

Ø 厳格な暗号化基準とセキュリティ要件が求められる⽶国 NSA の「CSfC Program」に認定された初のエンタープライズ向けストレージ 

 

 

l 豊富なセキュリティ機能をオンプレからクラウドまで活⽤し、AI データのライフサイクル全体を保護 

Ø データ暗号化や改竄防⽌、ランサムウェア対策機能を統⼀した仕組みで適⽤することで、効率的かつセキュアなデータ利活⽤を実現 

l AI環境に特化したエンタープライズデータプラットフォームの提供 

Ø 最新のディスグリゲーションアーキテクチャにより拡張性/性能を⼤幅に向上させた「AFX シリーズ」を新たにリリース 

Ø 従来の ONTAP とデータ連携可能であり、End to End で AI パイプラインの性能とデータ管理を最適化 

 

オンプレミスからクラウドまで⼀貫した機能と使⽤感を提供するストレージ OS 「ONTAP」 

「地球上で最もセキュアなストレージ」を実現する豊富なセキュリティ機能 

柔軟かつセキュアな ONTAP の特性と最新の⾼性能モデルによる AI パイプラインの最適化 
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製品名称 NetApp ONTAP︓ハイブリッド・マルチクラウドに広がり、あらゆるワークロードに対応す
るデータストレージ 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（       ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 法⼈数（⾮公開）︓⽶国をはじめ世界中の主要な政府機関、研究機関、企業にて多数 

⼤学数（⾮公開）︓⽶国をはじめ世界中の主要な⼤学にて多数 

費⽤ ストレージの機種/必要容量/オプションの選択により料⾦が変動致します。詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

販売代理店 有(代理店名︓代理店⼀覧 https://www.netapp.com/ja/partners/partner-connect/)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏※ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

メタデータの付与 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓ネットアップ合同会社 

部署名︓戦略アライアンス本部 

担当者︓脇 昌弘 

電話番号︓03-6870-7400 

FAX番号︓03-6870-7401 

Mail︓masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 
 

NetApp StorageGRID︓⼤容量⾮構造化データを管理するスマートで⾼速なこれ
からの時代に向けたオブジェクトストレージ 

提供企業名 ネットアップ合同会社 
紹介サイト URL https://www.netapp.com/ja/storagegrid/ 
■製品サービスの特⻑ 

 

 

l 「連携ストレージ評価基準の⼿引書」に記載されているテスト仕様で、ベンダーによる検証を実施したストレージ 

Ø https://support.rdm.nii.ac.jp/adminmanual/S3CompatibleStorage/ 

 
 

 

l ファイルサイズ上限の緩和 

Ø GakuNin RDM Web Application Interface から利⽤できる 1 ファイルあたりのサイズが 50GB まで利⽤可能 

Ø https://support.rdm.nii.ac.jp/adminmanual/StorageRestrictions/ 

l 多数の⼤容量データをシンプルに管理 

Ø 数百億ものデータ数や PB 規模の容量であってもデータ(オブジェクト)の名前を基にすぐに取り出し可能 

Ø 最⼤ 3,000億オブジェクト、800PB の容量、16か所のサイトを 1 つのオブジェクトストレージとして管理可能 

l オブジェクトストレージ特有の Versioning 機能 

Ø 同⼀名称でオブジェクトを上書きした場合、異なるオブジェクトとして内部管理を⾏うため、意図しない削除操作からのオブジェクトの復

元や変更履歴としても利⽤可能 

 

 

l 研究データ保管⽤途のみならず、AI/Machine Learning ⽤途の⾼速ストレージとしても活⽤可能 

Ø 容量単価重視の HDD（NL-SAS）搭載モデル、もしくは性能/集約度重視の QLC SSD搭載モデルから⽤途に応じ選択可能 

l 各種認証を取得したセキュアなオブジェクトストレージの活⽤により、貴重なご研究データを保護可能 

Ø Common Criteria (CC)  

² https://www.commoncriteriaportal.org/files/epfiles/565-LSS%20CT%20v1.0.pdf 

Ø NF203 Digital Safe Component 

Ø ISO/IEC 25051 

Ø KPMG  

Ø Cohasset Compliance Assessment  

² https://www.netapp.com/media/9041-ar-cohasset-netapp-storagegrid-sec-assessment.pdf 

l ご運⽤に応じ柔軟なデータ保護⽅式、データレプリケーション先を選択可能 

Ø 同期するサイト数、保管するメディアタイプ（NL-SAS/SSD）など、データの重要度やライフサイクルに応じ保護⽅式を選択可能 

Ø StorageGRIDシステムを保有する他機関や AWS S3 などのパブリッククラウドサービスとの間でセキュアなデータレプリケーションが可能 

l システム利⽤容量に応じたサブスクリプションモデル（NetApp Keystone）も提供可能 

GakuNin RDM 連携 S3 互換オブジェクトストレージにて唯⼀の“ベンダー検証済みストレージ” 

GakuNin RDM でオンプレミス オブジェクトストレージを利⽤するメリット 

AI/Machine Learning など、様々な⽤途で活⽤可能な StorageGRID の魅⼒ 
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製品・サービス名称 
 

NetApp StorageGRID︓⼤容量⾮構造化データを管理するスマートで⾼速なこれ
からの時代に向けたオブジェクトストレージ 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（       ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 法⼈数（⾮公開）︓⽶国をはじめ世界中の主要な研究機関、企業にて多数 

⼤学数（⾮公開）︓⽶国をはじめ世界中の主要な⼤学にて多数 

費⽤ ストレージの機種/必要容量/オプションの選択により料⾦が変動致します。詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

販売代理店 有(代理店名︓代理店⼀覧 https://www.netapp.com/ja/partners/partner-connect/)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏※ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓ネットアップ合同会社 

部署名︓戦略アライアンス本部 

担当者︓脇 昌弘 

電話番号︓03-6870-7400 

FAX番号︓03-6870-7401 

Mail︓masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 
 

NetApp ASA シリーズ︓シンプルかつセキュアなブロック専⽤ストレージ 

提供企業名 ネットアップ合同会社 
紹介サイト URL https://www.netapp.com/ja/asa/ 
■製品サービスの特⻑ 

 

 

$! 従来から備えるファイル系プロトコル機能を無くしブロックストレージ専⽤機とすることで、わかりやすさと使い勝⼿を追求 

!! ネットワーク設定からボリューム作成まで、専⾨知識がなしで直感的に操作できるよう GUI を刷新 

!! RAID の概念を抽象化し、システムが⾃動で最適化。ディスク搭載後にすぐに利⽤できるシンプルな設計 

 

 

 

$! オプションライセンスは⼀切無し 簡単に適⽤できるデータ保護・ランサムウェア対策機能を備えたオールインワンパッケージ 

!! 不正アクセスでストレージの操作権限が奪われてしまった場合も、「SnapLock」機能により事前に定めた期間は 

管理者含めて⼀切削除不可能なバックアップ領域を確保 

!! 「Autonomous Ransomware Protection with AI for SAN」によりストレージ⾃⾝がデータの 

エントロピー等を解析して攻撃を⾃動検知 同時に迅速なスナップショット保護で被害を最⼩化 
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製品・サービス名称 
 

NetApp ASA シリーズ︓シンプルかつセキュアなブロック専⽤ストレージ 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（       ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 法⼈数（⾮公開）︓⽶国をはじめ世界中の主要な政府機関、研究機関、企業にて多数 

⼤学数（⾮公開）︓⽶国をはじめ世界中の主要な⼤学にて多数 

費⽤ ストレージの機種/必要容量/オプションの選択により料⾦が変動致します。詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

販売代理店 有(代理店名︓代理店⼀覧 https://www.netapp.com/ja/partners/partner-connect/)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏※ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓ネットアップ合同会社 

部署名︓戦略アライアンス本部 

担当者︓脇 昌弘 

電話番号︓03-6870-7400 

FAX番号︓03-6870-7401 

Mail︓masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 
 

・FlashArray シリーズ 

提供企業名 Everpure（ピュア・ストレージ・ジャパン株式会社） 
紹介サイト URL https://www.purestorage.com/jp/products/unified-block-file-

storage.html 
■製品サービスの特⻑ 

FlashArray は、Everpure （旧 Pure Storage）が提供するエンタープライズ向けオールフラッシュストレー
ジであり、仮想基盤やデータベースなどミッションクリティカルなワークロード向けに設計されたプラットフ

ォームです。フラッシュ専用アーキテクチャと高度なソフトウェア機能により、高性能とシンプルな運用を両

立します。 
• オールフラッシュ専用設計による高性能・低レイテンシ 

HDD 前提の従来アレイとは異なり、フラッシュに最適化された可変長ブロック処理と独自のフラッシ
ュモジュール（DFM）により、I/Oサイズに依存しない安定した高性能・低レイテンシを提供します。 

• 高いデータ削減効果と大容量化 
インラインの重複排除と圧縮を標準機能として提供し、平均 3〜5 倍程度のデータ削減を実現するこ
とで、必要な物理容量やラックスペース、電力コストを大幅に削減します。 

• 高可用性と安全なデータ保護 
コントローラ冗長構成と自動フェイルオーバーにより 99.9999％ 以上の可用性を実現し、スナップシ
ョットやレプリケーション機能に加えて、管理者でも削除できない SafeMode スナップショットによ
りランサムウェア攻撃からデータを保護します。 

• シンプルな運用とクラウドベース管理 
直感的な GUI と REST API により煩雑なチューニングを必要とせず、クラウド管理サービス
「Pure1」による可視化と AI 解析によって、容量・性能予測や既知問題の早期検知など、プロアクテ
ィブな運用を実現します。 

• Evergreen による長期利用と TCO 削減 
Evergreen プログラムにより、無停止でのコントローラ更改と永年保守をサブスクリプション型で提
供し、データ移行を伴う更改プロジェクトを不要にしながら、常に最新世代の性能を利用できるため、

長期的な TCO を大きく削減します。 
これらの特長により、FlashArray は性能・可用性・運用性・コストのバランスに優れた次世代ストレージと
して、基幹系から仮想基盤、バックアップ／DR まで幅広い用途で採用されています。 
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製品・サービス名称 
 

FlashArray シリーズ 
 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・ハードウェアアプライアンス 

・ソフトウェアアプライアンス 

・クラウドサービス 

・その他（       ） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・テープストレージ 

・その他（       ） 

・FC ・iSCSI ・NVMeoF 

・SMB ・NFS 

・S3 API ・Swift API 

・NDMP 

・その他（       ） 

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

・Oracle Cloud Infrastructure 

・その他（       ） 

■⼀般事項 

契約実績 法⼈数（14000社以上）︓利⽤企業名（Meta社、ソフトバンク社、他） 

⼤学数（国内100校以上）︓利⽤⼤学名（東京⼤学・⼤阪⼤学・⽴教⼤学・東洋⼤学・北海道⼤学機構、他） 

費⽤ 国内では定価設定を公開しておりません（参考価格︓1000万程度以上） 

販売代理店 有(代理店名︓)・無 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 有・無 拡張⽅式 スケールアップ・スケールアウト 

OS 更新 無停⽌・停⽌ テナント分離 有・無 

統合管理ツール 有(オンプレミス・SaaS)・無 メーカログ転送 有・無 

■セキュリティ 

多要素認証 有・無 データ暗号化 有・無 

改竄防⽌ 有・無 ポスト量⼦暗号 有・無 

拡張⼦ブロック 有・無 攻撃の検知 有(リアルタイム・保管後のスキャン)・無 

取得済み認証 有(DoDIN APL、Common Criteria、CSfC、NF203 Digital Safe Component、FIPS 140)・無 

■データ保護 

ディスク保護 有(RAID・Erasure Coding)・無 世代管理 有・無 

バックアップ 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 不正削除防⽌ 有・無 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(単⼀障害・⼆重障害・三重障害)・無 ノード⾃動切換 有(同⼀筐体内・別筐体)・無 

多拠点冗⻑※ 有・無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構成を取れること 

無停⽌移⾏ 有・無 ※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 圧縮・重複排除・無 ⾃動階層化 有(筐体内・別筐体・クラウド)・無 

データ⾃動削除 有・無 サブスク型提供 有・無 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対応 有・無 オンプレミス・クラウド間データ同期 有・無 

GakuNin RDM 接続認定 取得済み・未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有・無 

問合先 企業名︓Everpure（ピュア・ストレージ・ジャパン株式会社） 

部署名︓ストラテジック営業部 

担当者︓⼤橋 紀彦 

電話番号︓03-6690-0800 

FAX番号︓ 

Mail︓ nohashi@purestorage.com 
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製品・サービス名称 

 

VAST Data Platform 

提供企業名 VAST Data  

紹介サイト URL https://www.vastdata.com/ja 
■製品サービスの特⻑ 

AI ライフサイクルを⽀える統合データプラットフォーム 

VAST Data Platform は、ファイル/オブジェクト/ブロック/テーブルなどの形式を単⼀のオールフラッシュ基盤上で扱えるデ

ータプラットフォームです。ストレージをワークロードごとに分ける必要がなく、AI、分析、バックアップなど異なる⽤途のデ

ータを⼀箇所に集約できます。さらに HPC/AI を運⽤していく上でもデータ収集・前処理・学習・評価・推論に使うすべてのデ

ータを同じ基盤上で扱えるように設計されており、データの置き場所を分けたりコピーしたりすることなく、⼀貫した性能と運

⽤でプロジェクトを進められます。 

 

スケールアウトでペタバイト〜エクサバイト級まで拡張可能 

DASE(Disaggregated Shared Everything)という独⾃のアーキテクチャにより、ノードを追加するだけで、性能や容量を必要

に応じてリニアにスケールアウトできます。⼩規模な検証環境から、⼤規模な AI クラスタや研究データ基盤まで、同じアーキテ

クチャのまま段階的に拡張可能です。 

 

データ削減と保護をストレージ側で完結 

圧縮や重複排除に加えて、類似性データ削減技術を利⽤し、⼤量の⾮構造化データも効率よく格納できます。あわせて、スナッ

プショットやレプリケーション、オブジェクトストレージへのスナップショット退避など、バックアップ/DR 向けの機能もスト

レージ側で完結できます。 

 

シンプルな統合管理とセキュリティ 

ブラウザベースの管理画⾯から、性能・容量の可視化やスナップショット/レプリケーションの設定、アクセス制御までを⼀元的

に操作できます。認証連携や多要素認証にも対応し、⼤規模環境でも運⽤とセキュリティを両⽴できます。 
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製品・サービス名称 
 

VAST Data Platform 
 

■基本仕様 

提供形態 ストレージ種別 対応プロトコル 対応パブリッククラウド 

・その他（認定ハードウェア＋

ソフトウェア） 

・ブロックストレージ 

・ファイルストレージ 

・オブジェクトストレージ 

・データベース（ベクターDB、

Trino） 

・Spark  ・Kafka 

 

 

・NVMeoF/TCP 

・SMB ・NFS 

・S3 API  

・Amazon Web Services 

・Microsoft Azure 

・Google Cloud Platform 

 

■⼀般事項 

契約実績 法⼈数（⾮公開）社︓利⽤企業名（NASA、TACC、CINECA、Zoom、Pixar、Agoda、DMM.com） 

⼤学数（⾮公開）校︓利⽤⼤学名（ミネソタ⼤学、ブラウン⼤学、カリフォルニア州⽴⼤学バークレー校） 

費⽤ サブスクリプションモデル（ハードウェアコストとソフトウェアライセンスを分離して提供） 

販売代理店 有（代理店名︓ノックス株式会社、株式会社マクニカ、ネットワールド株式会社 等） 

■運⽤性/管理性 

⽇本語画⾯ 無 拡張⽅式 スケールアウト 

OS更新 無停⽌ テナント分離 有 

統合管理ツー

ル 

有(オンプレミス・SaaS) メーカログ転

送 
有 

■セキュリティ 

多要素認証 有 データ暗号化 有 

改竄防⽌ 有 ポスト量⼦暗

号 

無 

拡張⼦ブロッ

ク 

無 攻撃の検知 無(追加予定) 

取得済み認証 有(DoDIN APL、FIPS 140 , NCP 認定) 

■データ保護 

ディスク保護 有(Erasure Coding) 世代管理 有 

バックアップ 有(別筐体・クラウド) 不正削除防⽌ 有 

■業務継続性 

ディスク冗⻑ 有(四重ドライブ障害まで対応) ノード⾃動切

換 
有(別筐体) 

多拠点冗⻑※ 無 ※データ同期とシングルネームスペースの形成により、単⼀及び複数拠点障害時も切り替え無しで継続アクセス可能な構

成を取れること 

無停⽌移⾏ 有※クライアントの接続先 IP を保持したまま、サービスを⽌めずに新機器へ透過的に切替可能な機能を有すること 

■コスト最適化 

データ削減 インライン圧縮・重複排除・類似性データ削

減 

⾃動階層化 無 
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データ⾃動削

除 
無 サブスク型提

供 

有 

■データ活⽤ 

オブジェクトのメタデータ対

応 

有 オンプレミス・クラウド間デ

ータ同期 

有 

GakuNin RDM接続認定 未取得 拠点間のリモートキャッシュ 有 

問合先 企業名︓VAST Data 

部署名︓マーケティング 

担当者︓保⽥ 舜栄 

電話番号︓ 

FAX番号︓ 

Mail︓  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



GakuNin RDM 国立情報学研究所が提供する研究データ管理サービス　https://rcos.nii.ac.jp/service/rdm/*1

京都大学学術情報リポジトリ KURENAI 京都大学の研究・教育成果を公開するプラットフォーム　https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/*2

研究データの収集・保存・共有
のためのストレージサービス

京都大学情報環境機構データ運用支援基盤センター（CODA）では、オンプレミス型のストレージ基盤を
導入し、それを利用した研究データ管理のためのストレージサービスの運用を2025年5月に開始しました。

導入の背景 導入によって期待する効果

研究室や
研究プロジェクト単位で
各メンバーが扱うデータを
適切なアクセス権限の元で

適切に管理可能

学外の
共同研究者にも
容易に安全に
共有可能

計算資源や他の
RDM支援システムと
連携し、効率良く
データ管理可能

保守や
リプレースが
大変

ユーザ管理が
大変

セキュリティが
不安

オンプレミス型ストレージ基盤を用いたサービス

オンプレミス型ストレージ基盤

Nextcloudの同期クライアントソフトウェアを利用
または
ブラウザを利用

S�互換APIを利用

学内外の
スーパーコンピュータ

システム

S� 互換 API

プロジェクトごとに共有用のフォルダを設定

個人単位で外部ストレージ
として設定可能
または
共有すべきデータをコピー

プロジェクト単位で
アドオンにより
接続可能

・公開用ストレージ基盤
・論文・研究データの公開
・オープンサイエンス促進

連携予定

エッジ
コンピューティング基盤

ブラウザを利用

*1

*2

研究データの管理を支えるオンプレミス型ストレージ基盤

・NetApp Storage GRID
・実効容量：1.0PB

機器情報

Nextcloudを用いたWebブラウザ対応ファイル共有

S� APIを用いた大容量ストレージ
提供サービスオンプレミス型ストレージ基盤

・各研究者や研究プロジェクトで個別に
NASやクラウドサービス等を準備

・学外共同研究者とのデータのやりとり
に適したサービス運用の要望

利用者

端末からアクセス




















